
(57)【要約】

【課題】　受皿を上下２段に設置可能な加熱調理器にお

いて、上下受皿に載置されている食品を明るい照明によ

り加熱進行状況がはっきり観察できるようにする。

【解決方法】　食品１を収納する加熱室２と、加熱室２

内部に配置され、食品１を載置する上下２段からなる上

受皿７ａと下受皿７ｂを備えた加熱調理器において、加

熱室２の天井部２ａと上受皿７ａ間の加熱室２の側壁面

に上受皿７ａの食品１を照明するための上照明窓１６ａ

を、上受皿７ａと下受皿７ｂ間の加熱室２の側壁面に下

受皿７ｂの食品１を照明するための下照明窓１６ｂをそ

れぞれ設ける。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
食 品 （ １ ） を 収 納 す る 加 熱 室 （ ２ ） と 、 加 熱 室 （ ２ ） の 上 部 外 側 に 設 け ら れ た 上 ヒ ー タ （
３ ） と 、 加 熱 室 （ ２ ） 内 部 に 配 置 さ れ 食 品 （ １ ） を 載 置 す る 上 下 ２ 段 か ら な る 上 受 皿 （ ７
ａ ） 、 下 受 皿 （ ７ ｂ ） と 、 加 熱 室 （ ２ ） の 底 面 部 に 設 け ら れ 、 食 品 （ １ ） 等 を 載 置 可 能 と
し た 誘 電 体 か ら な る 食 品 載 置 板 （ ９ ） と 、 高 周 波 を 発 生 す る マ グ ネ ト ロ ン （ １ ０ ） と 、 こ
の マ グ ネ ト ロ ン （ １ ０ ） か ら 発 生 す る 高 周 波 を 加 熱 室 （ ２ ） に 拡 散 さ せ る 回 転 ア ン テ ナ （
１ １ ） と 、 上 面 が 前 記 食 品 載 置 板 （ ９ ） を 共 有 し 、 底 面 が 金 属 板 （ １ ３ ａ ） で 覆 わ れ た 空
隙 （ １ ３ ） と を 備 え 、 こ の 空 隙 （ １ ３ ） に 前 記 回 転 ア ン テ ナ （ １ １ ） と 、 マ グ ネ ト ロ ン （
１ ０ ） か ら の 高 周 波 を 導 く 導 波 部 （ １ ４ ） を 備 え た 加 熱 調 理 器 に お い て 、 加 熱 室 （ ２ ） の
天 井 部 （ ２ ａ ） と 上 受 皿 （ ７ ａ ） 間 の 加 熱 室 （ ２ ） の 側 壁 面 に 上 受 皿 （ ７ ａ ） の 食 品 （ １
） を 照 明 す る た め の 上 照 明 窓 （ １ ６ ａ ） を 、 上 受 皿 （ ７ ａ ） と 下 受 皿 （ ７ ｂ ） 間 の 加 熱 室
（ ２ ） の 側 壁 面 に 下 受 皿 （ ７ ｂ ） の 食 品 （ １ ） を 照 明 す る た め の 下 照 明 窓 （ １ ６ ｂ ） を そ
れ ぞ れ 設 け た こ と を 特 徴 と す る 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ２ 】
上 照 明 窓 （ １ ６ ａ ） と 下 照 明 窓 （ １ ６ ｂ ） の 近 傍 に 加 熱 室 （ ２ ） 内 を 照 明 す る 光 源 で あ る
上 光 源 （ １ ７ ａ ） と 下 光 源 （ １ ７ ｂ ） と を そ れ ぞ れ 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ３ 】
上 受 皿 （ ７ ａ ） も し く は 下 受 皿 （ ７ ｂ ） の う ち い ず れ か 一 方 の 受 皿 （ ７ ） し か 使 用 し な い
と き は い ず れ か 一 方 の 照 明 窓 （ １ ６ ） の 光 源 （ １ ７ ） を 消 灯 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 、 請 求 項 ２ 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ４ 】
２ つ の 照 明 窓 （ １ ６ ） の 光 源 （ １ ７ ） を １ つ の 光 源 （ １ ７ ） で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 加 熱 調 理 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 加 熱 調 理 器 に お け る ２ 段 に 置 か れ た 受 皿 の 食 品 を 照 ら し 出 す 照 明 に 関 す る も
の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 加 熱 調 理 器 に お い て は 加 熱 室 に 載 置 さ れ た 食 品 の 加 熱 状 況 を 観 察 す る 場 合 が 良 く あ る 。
特 に 、 初 め て の 調 理 で 加 熱 し す ぎ て し ま う と 硬 く な っ て し ま う 食 品 と か 、 沸 騰 し た と き 水
が 器 か ら こ ぼ れ て は ま ず い 食 品 な ど は 特 に 注 意 深 く 観 察 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 ク ッ キ ー を 焼 く と き な ど も 材 料 で あ る 砂 糖 や 小 麦 粉 、 バ タ ー な ど の 混 合 比 が 初 め
て の 場 合 な ど に お い て は 、 焦 げ 過 ぎ な い よ う に 加 熱 の 進 行 状 況 を よ く 見 守 る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 加 熱 室 内 が よ く 観 察 で き る よ う 明 る い 加 熱 室 で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 こ の よ
う な 状 況 下 に お い て 特 許 文 献 （ 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ６ ４ ８ ５ ７ 号 公 報 ） に 示 す も の は 図 ５ で
示 す よ う に 加 熱 調 理 器 ５ ０ の 加 熱 室 ５ １ 内 に 食 品 ５ ２ を 載 置 す る 上 下 ２ 段 か ら な る 上 受 皿
５ ３ ａ と 下 受 皿 ５ ３ ｂ を 備 え 、 こ れ ら 受 皿 ５ ３ の 食 品 ５ ２ を 照 ら す 照 明 灯 ５ ４ を 加 熱 室 ５
１ の 外 部 上 方 の 後 部 壁 面 に 設 け ら れ て い る も の が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ６ ４ ８ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 従 来 の 技 術 に あ っ て は 、 照 明 灯 ５ ４ が 加 熱 室 ５ １ の 外 部 上 方 の 後 部 壁 面 に 設 け ら れ
て い る の で 上 受 皿 ５ ３ ａ の 食 品 ５ ２ は 照 明 灯 ５ ４ に よ り 照 ら し 出 さ れ よ く 観 察 が で き る が
、 下 受 皿 ５ ３ ｂ の 食 品 ５ ２ は 上 受 皿 ５ ３ ａ に よ っ て 照 明 灯 ５ ４ の 照 明 が さ え ぎ ら れ て し ま
う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 上 受 皿 ５ ３ ａ の 前 部 に お い て ド ア ５ ５ と の 隙 間 、 後 部 に お い て 加 熱 室 ５ １ 後 部
壁 面 の 隙 間 、 そ れ と 上 受 皿 ５ ３ ａ と 加 熱 室 ５ １ の 側 壁 か ら 漏 れ る 照 明 だ け と な る の で 、 下
受 皿 ５ ３ ｂ の 食 品 ５ ２ は 良 く 見 え な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 食 品 を 収 納 す る 加 熱 室 と 、
加 熱 室 の 上 部 外 側 に 設 け ら れ た 上 ヒ ー タ と 、 加 熱 室 内 部 に 配 置 さ れ 食 品 を 載 置 す る 上 下 ２
段 か ら な る 上 受 皿 、 下 受 皿 と 、 加 熱 室 の 底 面 部 に 設 け ら れ 、 食 品 等 を 載 置 可 能 と し た 誘 電
体 か ら な る 食 品 載 置 板 と 、 高 周 波 を 発 生 す る マ グ ネ ト ロ ン と 、 こ の マ グ ネ ト ロ ン か ら 発 生
す る 高 周 波 を 加 熱 室 に 拡 散 さ せ る 回 転 ア ン テ ナ と 、 上 面 が 前 記 食 品 載 置 板 を 共 有 し 、 底 面
が 金 属 板 で 覆 わ れ た 空 隙 と を 備 え 、 こ の 空 隙 に 前 記 回 転 ア ン テ ナ と 、 マ グ ネ ト ロ ン か ら の
高 周 波 を 導 く 導 波 部 を 備 え た 加 熱 調 理 器 に お い て 、 加 熱 室 の 天 井 部 と 上 受 皿 間 の 加 熱 室 の
側 壁 面 に 上 受 皿 の 食 品 を 照 明 す る た め の 上 照 明 窓 を 、 上 受 皿 と 下 受 皿 間 の 加 熱 室 の 側 壁 面
に 下 受 皿 の 食 品 を 照 明 す る た め の 下 照 明 窓 を そ れ ぞ れ 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 上 照 明 窓 と 下 照 明 窓 の 近 傍 に 加 熱 室 内 を 照 明 す る 光 源 で あ る 上 光 源 と 下 光 源 と を
そ れ ぞ れ 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 上 受 皿 も し く は 下 受 皿 の う ち い ず れ か 一 方 の 受 皿 し か 使 用 し な い と き は 、 い ず
れ か 一 方 の 照 明 窓 の 光 源 を 消 灯 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 ２ つ の 照 明 窓 の 光 源 を １ つ の 光 源 で 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 を す る こ と に よ り ２ 段 に 置 か れ た 受 皿 に お い て 、 上 受 皿 と 下 受 皿 に 載 置
さ れ て い る 食 品 が 良 く 見 え 、 食 品 の 加 熱 の 進 行 状 況 が 良 く わ か る の で 食 品 を 失 敗 無 く 加 熱
す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 加 熱 調 理 器 は 、 食 品 を 収 納 す る 加 熱 室 と 、 加 熱 室 の 上 部 外 側 に 設 け ら れ た 上 ヒ
ー タ と 、 加 熱 室 内 部 に 配 置 さ れ 食 品 を 載 置 す る 上 下 ２ 段 か ら な る 上 受 皿 、 下 受 皿 と 、 加 熱
室 の 底 面 部 に 設 け ら れ 、 食 品 等 を 載 置 可 能 と し た 誘 電 体 か ら な る 食 品 載 置 板 と 、 高 周 波 を
発 生 す る マ グ ネ ト ロ ン と 、 こ の マ グ ネ ト ロ ン か ら 発 生 す る 高 周 波 を 加 熱 室 に 拡 散 さ せ る 回
転 ア ン テ ナ と 、 上 面 が 前 記 食 品 載 置 板 を 共 有 し 、 底 面 が 金 属 板 で 覆 わ れ た 空 隙 と を 備 え 、
こ の 空 隙 に 前 記 回 転 ア ン テ ナ と 、 マ グ ネ ト ロ ン か ら の 高 周 波 を 導 く 導 波 部 を 備 え た 加 熱 調
理 器 に お い て 、 加 熱 室 の 天 井 部 と 上 受 皿 間 の 加 熱 室 の 側 壁 面 に 上 受 皿 の 食 品 を 照 明 す る た
め の 上 照 明 窓 を 、 上 受 皿 と 下 受 皿 間 の 加 熱 室 の 側 壁 面 に 下 受 皿 の 食 品 を 照 明 す る た め の 下
照 明 窓 を そ れ ぞ れ 設 け 、 こ れ ら の 上 照 明 窓 と 下 照 明 窓 の 近 傍 に 加 熱 室 内 を 照 明 す る 光 源 で
あ る 上 光 源 と 下 光 源 と を そ れ ぞ れ 設 け た こ と に よ り 、 ２ 段 に お か れ た 受 皿 の 食 品 が い ず れ
の 受 皿 の 食 品 で も 良 く 見 え る の で 、 食 品 の 加 熱 状 況 が わ か り 、 失 敗 無 く 食 品 を 加 熱 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 受 皿 も し く は 下 受 皿 の う ち い ず れ か 一 方 の 受 皿 し か 使 用 し な い と き は い ず れ か
一 方 の 照 明 窓 の 光 源 を 消 灯 す る こ と に よ り 無 駄 な 電 気 を 使 用 せ ず 省 エ ネ 効 果 を も た ら す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 さ ら に 、 ２ つ の 照 明 窓 の 光 源 を １ つ の 光 源 で 構 成 す る こ と に よ り 電 気 部 品 で あ る 光 源 が
２ 個 か ら １ 個 に な る こ と に よ り 部 品 単 価 の 削 減 、 組 立 費 の 低 減 が 図 ら れ 製 造 原 価 が 低 減 さ
れ る 。 ま た 、 電 気 代 も 低 減 で き 省 エ ネ 効 果 を も た ら す な ど の 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 に 従 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に お け る 加 熱 調 理 器 の 側 面 断 面 図 で 、 １ は 食 品 で あ る 。 ２ は
食 品 １ を 収 納 す る 加 熱 室 で あ る 。 ３ は 加 熱 室 ２ の 上 部 に 設 け ら れ た 上 ヒ ー タ で あ る 。 ４ は
加 熱 室 ２ の 後 部 外 側 面 に 設 け ら れ た 熱 風 装 置 で 、 こ の 熱 風 装 置 ４ の 外 カ バ ー を 構 成 す る ケ
ー シ ン グ ４ ｃ と 、 こ の ケ ー シ ン グ ４ ｃ 内 の 上 部 側 に 設 け ら れ た 熱 風 ヒ ー タ ４ ａ と 、 下 部 側
に 設 け ら れ 風 を 吹 出 す フ ァ ン ４ ｂ と 、 加 熱 室 ２ 内 に 吹 出 す 熱 風 と 加 熱 室 ２ か ら 戻 る 熱 風 の
風 路 を 仕 切 る ガ イ ド ４ ｄ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ５ は 送 風 口 で 、 多 数 の 小 孔 か ら 構 成 さ れ 、 加 熱 室 ２ の 後 部 壁 面 に 設 け ら れ て い る 。 こ の
送 風 口 ５ を 通 し て 熱 風 装 置 ４ で 発 生 し た 熱 風 を 加 熱 室 ２ に 吹 出 す 。 ６ は 吸 気 口 で 、 加 熱 室
２ の 後 部 壁 面 に 設 け ら れ 、 多 数 の 小 孔 か ら な り 加 熱 室 ２ 内 を 循 環 し た 熱 風 を 熱 風 装 置 ４ に
戻 す た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ７ は ヒ ー タ 加 熱 時 に 食 品 １ を 載 置 す る 受 皿 で 、 上 側 に 備 え ら れ る 上 受 皿 ７ aと 下 側 に 備
え ら れ る 下 受 皿 ７ ｂ と で 構 成 さ れ て い る 。 ８ ａ は 加 熱 室 ２ の 左 右 側 面 の 内 側 に 突 き 出 す よ
う に 設 け ら れ 、 上 受 皿 ７ ａ を 固 定 す る 上 棚 で あ る 。 ８ ｂ は 上 棚 ８ ａ と 同 じ 形 状 で 、 下 受 皿
７ ｂ を 固 定 す る 下 棚 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ９ は 食 品 載 置 板 で 、 誘 電 体 か ら な り 加 熱 室 ２ の 底 部 に 固 着 し て い る 。 １ ０ は 高 周 波 を 発
生 す る マ グ ネ ト ロ ン で あ る 。 １ １ は 加 熱 室 ２ の 高 周 波 を 均 一 に な る よ う に 高 周 波 を 拡 散 さ
せ る 回 転 ア ン テ ナ で あ る 。 １ ２ は 回 転 ア ン テ ナ １ １ を 回 転 さ せ る モ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ ３ は 空 隙 で 、 回 転 ア ン テ ナ １ １ を 備 え 、 上 面 は 加 熱 室 ２ の 底 面 の 食 品 載 置 板 ９ を 共 用
し 、 下 面 は 高 周 波 を 遮 断 す る 金 属 板 １ ３ ａ で 覆 わ れ て い る 。 １ ４ は 導 波 部 で 、 金 属 板 １ ３
ａ の 下 部 に 設 け ら れ 、 マ グ ネ ト ロ ン １ ０ が 固 定 さ れ て い る 。 １ ５ は 中 心 導 体 で 、 導 波 部 １
４ に 固 定 さ れ て い る マ グ ネ ト ロ ン １ ０ か ら 発 生 し た 高 周 波 を 空 隙 １ ３ に 導 く も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 食 品 載 置 板 ９ は 、 加 熱 室 ２ と 高 周 波 を 撹 拌 す る 回 転 ア ン テ ナ １ １ が 設 け ら れ て い る
空 隙 １ ３ と を 仕 切 る も の で 、 調 理 に よ っ て は 直 接 こ の 食 品 載 置 板 ９ に 食 品 １ を 載 置 し て 加
熱 す る な ど 重 要 な 役 割 を 演 じ て い る 。 従 っ て 材 質 的 に は 衛 生 的 で 、 耐 熱 性 が あ り 、 誘 電 損
失 が 少 な く 、 機 械 的 強 度 に も 優 れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ ６ ａ は 上 照 明 窓 で 、 加 熱 室 ２ の 天 井 部 ２ ａ と 上 受 皿 ７ ａ と の 間 の 加 熱 室 ２ の 側 壁 面 に
設 け ら れ て い る 。 こ の 上 照 明 窓 １ ６ ａ は 光 が 通 し や す く 、 高 周 波 が 加 熱 室 ２ か ら 漏 洩 し な
い 多 数 の 小 孔 か ら 構 成 さ れ て い る 。 １ ６ ｂ は 下 照 明 窓 で 、 上 受 皿 ７ ａ と 下 受 皿 ７ ｂ と の 間
の 加 熱 室 ２ の 側 壁 面 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 下 照 明 窓 １ ６ ｂ は 前 記 上 照 明 窓 １ ６ ａ と 同 じ
小 孔 と 形 状 で 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 上 照 明 窓 １ ６ ａ と 下 照 明 窓 １ ６ ｂ と を 総 称 し て 照 明
窓 １ ６ と 称 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 照 明 窓 １ ６ 付 近 の 部 分 断 面 図 で 、 １ ７ ａ は 上 照 明 窓 １ ６ ａ を 通 し て 上 受 皿 ７ ａ の
食 品 １ を 照 明 す る 上 光 源 で あ る 。 １ ７ ｂ は 下 照 明 窓 １ ６ ｂ を 通 し て 下 受 皿 ７ ｂ の 食 品 １ を
照 明 す る 下 光 源 で あ る 。 こ れ ら 上 光 源 １ ７ ａ と 下 光 源 １ ７ ｂ と を 総 称 し て 光 源 １ ７ と 称 す
る 。 な お 、 光 源 １ ７ は 本 発 明 で は 白 熱 電 球 を 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 １ ６ ａ １ は 上 照 明 窓 １ ６ ａ の 上 光 源 １ ７ ａ 側 に 設 け ら れ た 防 水 板 で あ る 。 １ ６ ｂ １ は 下
照 明 窓 １ ６ ｂ の 下 光 源 １ ７ ｂ 側 に 設 け ら れ た 防 水 板 で あ る 。 こ れ ら 防 水 板 １ ６ ａ １ 、 １ ６
ｂ １ は 加 熱 中 に 食 品 １ か ら で る 水 蒸 気 が 加 熱 室 ２ 外 に 漏 れ な い よ う に す る た め に 設 け ら れ
た も の で 透 明 な 耐 熱 ガ ラ ス で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ８ は 食 品 １ を 加 熱 室 ２ か ら 出 し 入 れ す る と き 使 用 す る 開 閉 自 在 な ド ア で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 上 記 に て 構 成 さ れ た 本 発 明 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 加 熱 調 理 器 の 機 能 の 一 つ で あ る オ ー ブ ン 機 能 で ク ッ キ ー を 焼 く 場 合 、 上 受 皿 ７ ａ に 食 品
（ ク ッ キ ー ） １ を 載 置 し 、 ド ア １ ８ を 開 け 上 棚 ８ ａ に 固 定 す る 。 同 じ よ う に 下 受 皿 ７ ｂ に
も 食 品 （ ク ッ キ ー ） １ を 載 置 し 、 下 棚 ８ ｂ に 固 定 す る 。 加 熱 室 ２ の 温 度 設 定 な ど を 行 い 加
熱 ス タ ー ト す る と 上 ヒ ー タ ３ や 熱 風 ヒ ー タ ４ ａ 、 フ ァ ン ４ ｂ な ど が 作 動 し 熱 風 が 送 風 口 ５
か ら 加 熱 室 ２ に 吹 出 し 食 品 １ を 加 熱 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 加 熱 ス タ ー ト と 同 時 に 上 光 源 １ ７ ａ と 下 光 源 １ ７ ｂ が 点 灯 し 、 加 熱 室 ２ の 壁 面 に
設 け ら れ た 上 照 明 窓 １ ６ ａ と 下 照 明 窓 １ ６ ｂ か ら そ れ ぞ れ 上 受 皿 ７ ａ と 下 受 皿 ７ ｂ に 載 置
さ れ た 食 品 １ を 照 明 す る 。 従 っ て 、 受 皿 ７ ご と に 専 用 の 照 明 窓 １ ６ が あ り 光 源 １ ７ も あ る
た め 食 品 １ の 加 熱 進 行 状 況 を よ く 観 察 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 の 一 実 施 例 で は 受 皿 ７ を ２ 枚 使 用 し た も の で あ る が 、 魚 な ど を 焼 く と き 使 用 す る グ
リ ル 機 能 の 場 合 は 上 ヒ ー タ ３ の み 使 用 す る た め 、 上 棚 ８ ａ に 固 定 す る 上 受 皿 ７ ａ だ け に 食
品 １ を 載 置 し て 加 熱 す る 。 下 受 皿 ７ ｂ は 使 用 し な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 従 っ て 、 下 照 明 窓 １ ６ ｂ か ら の 照 明 は 不 必 要 と な り 図 ３ で 示 す よ う に ス イ ッ チ １ ９ を Ｏ
Ｆ Ｆ す る こ と に よ り 下 光 源 １ ７ ｂ を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 尚 、 電 子 レ ン ジ 機 能 の 場 合 、 食 品 １ を 食 品 載 置 板 ９ に 載 置 し て マ グ ネ ト ロ ン １ ０ か ら 発
生 し た 高 周 波 が 導 波 部 １ ４ を 通 っ て 空 隙 １ ３ に 入 り 、 こ こ に あ る 回 転 ア ン テ ナ １ １ で 撹 拌
し て 食 品 １ に 放 射 し て 加 熱 す る た め グ リ ル 機 能 と 同 じ よ う に ２ つ の 光 源 １ ７ は 不 必 要 で 片
方 だ け の 照 明 で す ま す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 図 ４ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 光 源 １ ７ を 一 つ に し た 例 で 、 光 源 １ ７ か ら 出 た
光 を 照 明 窓 １ ６ に 導 く た め 反 射 板 ２ ０ で 光 源 １ ７ を 囲 む よ う に 設 け 、 で き る だ け 多 く の 光
を 照 明 窓 １ ６ を 通 し て 加 熱 室 ２ に 導 く よ う に す る 。 こ う し た こ と に よ り 電 気 部 品 で あ る 光
源 １ ７ が ２ 個 か ら １ 個 に な る こ と に よ り 部 品 単 価 の 削 減 、 組 立 費 の 低 減 が 図 ら れ 製 造 原 価
が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 受 皿 ７ を ２ 段 で 使 用 し て も そ れ ぞ れ に 照 明 窓 １ ６ が 設 け ら れ て い る た め 、 こ
こ か ら の 照 明 で 受 皿 ７ の 食 品 １ を 照 ら し だ す た め 食 品 １ を よ く 観 察 す る こ と が で き 、 食 品
１ の 加 熱 進 行 が わ か り 、 加 熱 過 ぎ と か 加 熱 不 足 な ど の 問 題 が 解 消 さ れ 、 失 敗 な く 食 品 １ を
仕 上 げ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に お け る 加 熱 調 理 器 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る 照 明 窓 付 近 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に お け る 光 源 の 電 気 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に お け る 光 源 が 一 つ の 場 合 の 構 成 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 加 熱 調 理 器 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 １ ・ ・ ・ ・ 食 品
　 　 ２ ・ ・ ・ ・ 加 熱 室
　 　 ２ ａ ・ ・ ・ 天 井 部
　 　 ７ ・ ・ ・ ・ 受 皿
　 　 ７ ａ ・ ・ ・ 上 受 皿
　 　 ７ ｂ ・ ・ ・ 下 受 皿
　 　 ９ ・ ・ ・ ・ 食 品 載 置 板
　 　 １ ０ ・ ・ ・ マ グ ネ ト ロ ン
　 　 １ １ ・ ・ ・ 回 転 ア ン テ ナ
　 　 １ ３ ・ ・ ・ 空 隙
　 　 １ ３ ａ ・ ・ 金 属 板
　 　 １ ４ ・ ・ ・ 導 波 部
　 　 １ ６ ・ ・ ・ 照 明 窓
　 　 １ ６ ａ ・ ・ 上 照 明 窓
　 　 １ ６ ｂ ・ ・ 下 照 明 窓
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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